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1  電子音響音楽  musique électroacoust ique は「電子的・電気的手段で制作された音楽一般
を指す」(中川克志「雑誌『音楽芸術』における電子音楽をめぐる二つのレトロ・フューチャー」
大阪：近畿大学文芸学部『文学・芸術・文化 21 巻 2 号』、 2010 年、 3 頁 )。  
	 この用語は「美学上の問題や作曲、または制作のテクニックを無視して」（藤田現代音
楽資料センター（日本語版制作）『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』  黒木朋興



































                                                        
3  Évelyne Gayou,  “Avec,  de,  sur…Entre.”  in  Portrait  polychrome Luc Ferrari ,  by François  
Delalande.  (INA-GRM, 2001),  p .  29.  日本語訳は筆者による。  
4  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない—インタヴュー&リュッ
ク・フェラーリのテクストと想像上の自伝』 椎名亮輔訳、東京：現代思潮新社、2006 年、



























                                                        
5  椎名亮輔『リュック・フェラーリ ,あるいは非〈音楽〉としての記憶』京都：同志社女子
大学総合文化研究紀要  第 19 集  2002 年、 100〜 101 頁。  
6  大里俊晴『マイナー音楽のために』東京：月曜社、 2010 年、 141 頁。  
7  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』  栗原詩子訳、東京：
音楽之友社、 2008 年、 35 頁。  
8  同前、 37 頁。  
























	 本論での分析対象は、電子音響作品《逸話的なものたち  Les Anecdotiques》  
(2001-2002) と混合作品《パリ―東京―パリ  Paris-Tokyo-Paris》  (2002) の二作
品である。逸話的音楽の起源とされる《異型接合体  Hétérozygote》 (1964) や、
代表作《ほとんど何もない  Presque Rien》シリーズ、分析研究もなされている
混合作品《引き裂かれた交響曲  Symphonie déchirée》  (1994-1998) などを差し
置いて上記二作品を選定した根拠としては、 1) 扱われる音として、声や言葉、
チャプターに添えられた地名等といったテクストの要素が明確に現れているこ
                                                        




と。  3) 《パリ―東京―パリ》は器楽アンサンブルと記録音源による混合音楽
であるが、このスタイルは電子音響のみの作品に次ぐフェラーリの代表的な編
成であり、また器楽という非録音の音響と照合しながらの分析は新しい発見が
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第一章	 逸話的音楽へ向かって―器楽から録音へ―	  
1.1 ピアノとラジオ 11 
	 リュック・フェラーリが自ら逸話的音楽と位置づけた最初の電子音響音楽作
品《異型接合体  Hétérozygote》は 1963年に作曲された。しかし彼の音楽的特徴
が突然この作品で方向づけられたわけではなく、フェラーリがパリのエコー





	 フェラーリは 1929 年 2 月 5 日パリに生まれ、第二次世界大戦が終戦する 1945
年まではほぼ独学で音楽を習得した 12。その間フェラーリの耳を養ったものは、
幼少時から自宅にあったピアノのほかに父親の買ってきたラジオがあった。最
初 期 の 音 楽 的 記 憶 と し て フ ェ ラ ー リ は ア ル チ ュ ー ル ・ オ ネ ゲ ル A r t h u r  










                                                        
11  本節の主な参考文献は以下の通り。  
	  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』。  
	  藤田現代音楽資料センター『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』。  
   Mart in  Kaltenecker/Karine Le Bail ,  Pierre Schaeffer  les  Constructions impatientes  (Paris :  
CNRS Edit ion,  2012).  
12  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 28 頁。  
13  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 27 頁。  






















【表 1】 1952年から 1958年までのリュック・フェラーリの作品 16  
年  作品名（初演情報または編成）  
1952 組曲、ピアノのための Suite pour piano （マイアミ大学、 1954年）  
1953 アンチソナタ、ピアノのためのAntisonate pour piano （ Institut d 'Art ,  
1955年）  
                                                        
15  Martin Kaltenecker/Karine Le Bail ,  Pierre Schaeffer  les  Constructions impatientes  (Paris :  




1953-54 ソナチネ・エリブ、ピアノのための Sonatine Elyb pour piano （ダルム
シュタット、 1956年）  
1953-54 四重奏曲Quatuor（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、ピアノ）  
 
1955 不均質な組曲、ピアノのための Suite hétéroclite pour piano（Maison des 
Lettres, 1956年）  
 
1955 ラピダリウム、ピアノのための Lapidarium pour piano（ Maison des 
Lettres, 1956年）  
 




1956 地上の頭Tête à terre ピアノと声のための（ピアノと声）  
1956 ヴィザージュ 1、ピアノのためのVisage 1 pour piano（ダルムシュタット） 
1956 ヴィザージュ 2 Visage2（ 2本のトランペット、トロンボーン、チューバ、
ピアノ、６つのパーカッション）  
1957-58 ヴィザージュ 3 Visage3 ブレーズ・サンドラールのシベリア横断の散文
（ヴァイオリン、チェロ、クラリネット、パーカッション、朗読）  
































深化させるには至らなかった。 1949 年、メシアンの《 4 つのリズム・エチュー
ド  Quatre études de rythme》の第 4 曲〈音価と強度のモード  Mode de valeurs et 
d 'intensités〉をきっかけにトータル・セリアリズムが始まり、セリエルな書法
                                                        
17
	 椎名亮輔、リュック・フェラーリ	 「インタビュー	 音楽の考古学	 音楽的散歩者の冒険」、
『ユリイカ』第 32 巻 7 号、2000 年、51 頁。  
















ガー・ヴァレーズ Edgar Varèse (1883-1965)  21、そしてダルムシュタットでの











                                                        
19  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 40-41 頁。  
20  Pierre  Boulez,  Relevés d’apprenti  (Paris :  Edit ion du Seuil ,  1966),  pp.  185-186.  
21  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 35 頁。  
22  同前、 44-45 頁。  
23  藤田現代音楽資料センター『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』、 4 頁。  
 12 
の開拓にいささかも負ってはいないと続ける 24。ベールはここで 1950 年ないし
1951 年にケルンの西ドイツ放送局特設スタジオにて電子音楽 elektronische 























                                                        
24  藤田現代音楽資料センター『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』、 4 頁。  
25  福田達夫『ミュジック・コンクレートの思想』	 神奈川：東海大学教養学部紀要  1971-72
年、 8 頁。  
26  福田達夫『ミュジック・コンクレートの思想』、 8 頁。  
























1.2 シェフェールからの誘い  
	 シェフェールは早くからラジオや映画などの「機械芸術  arts mécaniques」に
関わる技術と創造の育成が必要であると考えていた 33。のちにこの機械芸術は
                                                        
28  川崎弘二『日本の電子音楽』東京：愛育社、 2006 年、 13 頁。  
29  中川克志「雑誌『音楽芸術』における電子音楽をめぐる二つのレトロ・フューチャー」、
7 頁。  
30  同前。  
31  水野みか子『電子音響音楽と「集団コンサート」』先端芸術音楽創作学会会報第一号、
東京：先端芸術音楽創作学会、 2009 年、 8 頁。  
32  同前。  
33  Martin Kaltenecker/Karine Le Bail ,  Pierre Schaeffer  les  Constructions impatientes ,  p .  18.  
 14 
ポール・ヴァレリーの言う「内的な生  vie intérieure」から着想を得た「 arts-relais 
中継芸術」という概念に発展し 34、写真や映画等との比較から生まれた「 écran 
sonore 音の画面」 35というフレーズに表れているようなメディア論的観点から






音響特性を観察するという手段を獲得した。これが 1948年 4月の「研究日誌  
Journal de recherche」にミュジック・コンクレートという用語が記された所以
となった。 1948年 6月の「騒音音楽会Concert de bruits」、 1950年 3月の「第一回
ミュジック・コンクレート音楽会」でのピエール・シェフェールとピエール・
アンリ Pierre Henry (1927-) の共作による《一人の男のための交響曲 Symphonie 
pour un home seul》の初演を経て、「実験クラブ  Club d’essai」は後の 1951年に
「ミュジック・コンクレート研究グループ Groupe de Recherche de Musique 











                                                        
34  Martin Kaltenecker/Karine Le Bail ,  Pierre Schaeffer  les  Constructions impatientes ,  p .  26.  
35  Ibid. ,  p .  28.  
36  藤田現代音楽資料センター『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』、 4 頁。  
 15 




て 1958 年から 59 年にかけて《引き延ばされた音のエチュード Étude aux sons 
tendus》《偶発音のエチュード  Étude aux accidents》《ぼやけたエチュード Étude 
floue》《マイムのためのパッセージ Échantillon pour mimes》《ヴィザージュ
ⅤVisageⅤ  》《ドラゴンの頭と尻尾 Tête et queue du dragon》といったミュジッ
ク・コンクレート作品が作られた。《引き延ばされた音のエチュード》と《偶
発音のエチュード》は 1958 年のブリュッセル万国博に出品され、同時出品の
シェフェールによる《速度のエチュード Étude aux allures》《物体のエチュード
Étude aux objets》では助手も務めた。また二人の合作《コンティニュオ Continuo》
も披露された。  
 
1.3 映画の経験  






に「探究局 Service de la Recherche」と呼ばれる、作曲家・哲学者・映画監督・
社会学者・作家などの交流を通じた創作を推進する組織が設置された 37。GRM
と相互的に扱われるこのセンターでの最初の作品が、ジャック・ブリソ Jacques 
Brissot (1929-) の映画のための《エジプト、おおエジプトÉgypte ô Égypte》で
ある。まず 1960年に 20分の短編映画《エジプト、おおエジプト》として制作さ
れ、続いて 1962年に《エジプト、おおエジプト Ⅱ》が 60分の長編映画として制
作された。この作品は《Dans ce jardin atroce》  (1958) 《Un present du fleuve》  
(1959)  《Égypte ô Égypte》 (1962) の 3部に分かれており、《Dans ce jardin atroce》
                                                        
37  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 61 頁。  
 16 
ではジャン・コクトー  (1889-1963) が、《Égypte ô Égypte》ではロジェ・ブリ























                                                        
38  Phil ippe Langlois ,  Les Cloches d 'at lantis  (Paris :  Edit ion MF, 2012),  p .  270.  
39  Ibid. ,  p .  271.  
40  Arts  sonores,  s .v .  “J a c q u e s  B R I S S O T ,  D a n s  c e  j a r d i n  a t r o c e ” accessed September 30 
2015,  
ht tp: / / f resques. ina.fr /ar tsonores/ impression/f iche-media/InaGrm00830/jacques-brissot-dans-ce-j
ardin-atroce.html.  
41  Phil ippe Langlois ,  Les Cloches d 'at lantis ,  p .  271.  日本語訳は筆者による。  

























                                                        
43  京都造形芸術大学編「写真と映画—あるいは動かない映画への密やかな欲望」『現代写
真のリアリティ』東京：角川書店、 2003 年、 150 頁。  
44  同前、 151 頁。  
45  京都造形芸術大学編「写真と映画—あるいは動かない映画への密やかな欲望」『現代写
真のリアリティ』、 135 頁。  
46  北野圭介『映像論序説』、 54 頁。  
47  同前。  
48  同前。  



























働 い た 電 子 音 響 音 楽 家 の 一 人 で あ り 、 時 に は 《 大 い な る リ ハ ー サ ル 》  
                                                        
50  Phil ippe Langlois ,  Les Cloches d 'at lantis . ,  p .  272.  
51  北野圭介『映像論序説』、 60 頁。  
52  北野圭介『映像論序説』、 60-61 頁。  
53  ミシェル・シオン「知らず知らずのうちに誰もが身近に感じているミュージック・コン
クレート」『 INA ミュージック・コンクレートの 50 年』 8 頁。  
54  Phil ippe Langlois ,  Les Cloches d 'at lantis ,  p .  252.  
 19 
(1965-1966) や《少女たちあるいはソシエテ》 (1967) のように撮影者側に回る
こともあった。シェフェールを取り巻く映画人の中でも最も多く映画を制作し
たといわれる映画監督 55、ピョートル・カムレール Piotr Kamlerとの交友はGRM
や Service de la Rechercheを去った後も続き、その成果は 72分の実験アニメ映画
《クロノポリス》  (1981-1982) に結実している。 1960年から 1981年にかけて
フェラーリが作曲した映画作品のための音楽は以下の通りである。  
 
【表 2】1960年から 1981年までリュック・フェラーリが関わった主な映画作品 56  
年（年齢） 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 映画作品  
1960  (31 )  《エジプト、おおエジプト I  (Égyp te  ô  Égyp te  Ⅰ )》 	 20 '	 ※短編映画  
1961  (32 )  《青の形 (Fo rme  B leue )》 5 '  
※ピョートル・カムレールの抽象的短編映画の
ための  
《エチュード (E tude )》 5 '  
※ピョートル・カムレールの抽象的短編映画のた
めの  
1962  (33 )  《 エ ジ プ ト 、 お お エ ジ プ ト
Ⅱ (Égyp te  ô  Égyp te  Ⅱ )》 	 60 '  
※ジャック・ブリソの 3 5ミリ・
カラー長編映画のための  
《シャステル (Chas te l )》 20 '  《巡礼者たち (Les  pé le r in s )》 25 '   




1963  (34 )  《別女性の肖像 (Po r t r a i t  d ' une  au t r e )》 30 '	 ※マリー＝クレール・パトリスの短編映画  
1964  (35 )  《 E.A.ポーの最後の朝 (Dern ie r  ma t in  d 'E . -A .  Poe )》 30 '	 	 ※ジャン・バラルの短編映画  
1965  (36 )  ※ジェラール・パトリスとの共同監督による 5つのドキュメンタリー《大いなるリハーサル  Les  
Grandes  Répé t i t i ons》を制作、映画音楽は付随せず  
1967  (38 )  《そう (So )》  
※ J .A .  R ied lの映画「電子音楽」
のための（ドイツ）  
《ティンゲリー (T ingue ly )》  
※ C.  Caspa r iのテレビ放送のた
めの（ NDR、ハンブルグ）  
※ フ ェ ラ ー リ 自 ら 監 督 を 務 め
た 16ミリ映画《少女たちあるい
はソシエテⅢ (Les  j eunes  f i l l e s  
ou  Soc ié t é  I I I )》、映画音楽は付
随せず（ NDR、ハンブルグ）  
                                                        




1972  (43 )  ※フェラーリ自ら監督を務めた《シェーンベルクを知っていますか？ (Kennen  S ie  Schönberg? )》、
映画音楽は付随せず（ケルンの WDRのテレビ放送のために）  
1973  (44 )  《ほとんど何もないあるいは生きる欲望 (P resque  R ien  ou  l e  des i r e  de  v iv re )》〈第一部：コース・メ
ジャン (P remiè re  pa r t i e :Le  Causse  Méjean )〉 55’〈第二部：ラルザック高原 (Deux ième  pa r t i e :Le  P la t eau  
du  La rzac )〉 52‘ 	 ※フェラーリ自ら監督を務めた娯楽音楽とドラマのための映画／ S .W.F .（バー
デン＝バーデン）、〈第一部：コース・メジャン〉で電子音響作品《春景色のための直観的小交響
曲 (Pe t i t e  symphon ie  in tu i t ive  pour  un  paysage  de  p r in t emps)》が使用されている  
1977  (48 )  《 ア ベ ス 広 場 (P lace  des  
Abbesses )》 25’  
※エリカ・マグダランスキの
映画のための音楽  




《均衡から遠く離れて (Lo in  de  
l ’ équ i l ib re )》 30’	  
※アラン・ブドスの映画のため
の／ CNRS（パリ）  
1980  (51 )  《最後の太陽 (Le  Dern ie r  So le i l )》 45’  
※ ア ス テ カ 文 明 に つ い て の 映 画 の た め の ／
CNRS（パリ）  
《小さな林檎の木 (Le  Pe t i t  Pommie r )》 90’  
※ダヴィッド・ジスとの共同作曲／監督はリリ
アーヌ・ド・ケルマデック（ FR3）  
















                                                        
57  一方でジョナサン・スターン Jonathan Sterne は、視覚と聴覚との紋切り型の対比を「視
聴覚連祷」として批判している（福田貴成「音と聴取のアルケオロジー」、表象文化論学






























                                                        
58  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 51 頁。  
59  Phil ippe Langlois ,  Les Cloches d 'at lantis .  日本語訳は筆者による。  





























第二章  逸話的音楽の獲得―フェラーリとミュジック・コンクレート―  
2.1 《異型接合体》とミュジック・コンクレート再考  








に発表された著書『音楽的オブジェ概論  Traité des Objets Musicaux』に結実す
る。音をオブジェとして捉え、類型学的・形態学的に理解し、録音された音の
ソルフェージュを打ち立てるという理念である。オブジェという考え方はシェ








なく、その場合は「音具  corps sonore」という名称を使うことをシェフェール
は提案している 64。つまり音響オブジェとは、来るべき時に音楽として運用さ
れる、材料として・観察対象としての音の姿、と捉えることができる。そして
                                                        
61  成田和子「音楽研究グループにおける電子音響音楽」、『東京音楽大学研究紀要』第
21 集  、東京：東京音楽大学、 1997 年、 10 頁。  
62  ピエール・シェフェール「音響オブジェ」、ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み
解く  88 のキーワード』、 121 頁。  
63  同前。  
64  ミシェル・シオン「音響オブジェ」、ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88
のキーワード』、 121-122 頁。  
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65  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』、 46 頁。  
66  同前、 46-47 頁。  
67  ミシェル・シオン「還元的聴取」、ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88
のキーワード』、 47 頁。  
68  ミシェル・シオン「音響オブジェ」、ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88






【表 3】《異型接合体》各タイトル 69  
原題  日本語訳 70  
La flûte et le Manitou  フルートとマニト  
Les meteors  流星  
La plage ビーチ  
La grotte 洞窟  
Arithmétique 算術  
De l 'aube à midi sur le marché マルシェの夜明けから正午まで  
La prison プリズン  
Géométrie du ciel 空の幾何学  
 
	 いかにも情景描写と直結する表題が並ぶが、作品の「反還元性」は内容にも
表れている。〈洞窟  La grotte〉を例に挙げるなら、この場面はバイロイト祝祭
劇場での設営とリハーサルの様子を録音したものが使用されているが、設営ス
タッフの交わす「 So, jetzt mal langsam höher ! （よし、今そっと上げてくれ）」
や「 noch etwas nach rechts bitte!(もう少し右のほうにお願い )」といった会話の
一文が聞き取れる部分や、「 so halt（よし、止めて！）」、「 Ja!（はい）」、





                                                        
69  INA/GRM portrai ts-polychromes ,  s .v .  “Hétérozygote et  les  ‘presque r ien’” by Daniel  Teruggi ,  
last  modif ied October  12,  2004.   
ht tp: / /www.inst i tut-nat ional-audiovisuel .fr /s i tes/ ina/medias/upload/grm/portrai ts-polychromes/e
xtrai ts /ferrar i /fer_heterom.html.  

















ク・コンクレートの存在論Une ontologie de la musique concrète』に収められた
「ミュジック・コンクレートは逸話の問題を取り上げる La musique concrete 
travaille la question de l’anecdote」という項 75を参照しつつ確認してみたい。  
	 シオンは、ミュジック・コンクレートは具体的な音でできた音楽ではないと
しながら、にもかかわらず鍋に由来する音などひとつも持たない作品を《鍋の
                                                        
71
「ところで、無論、ミュジーク・コンクレートと、その創始者であるシェフェール自身
を混同することは間違いだ。」大里俊晴『マイナー音楽のために』、 139 頁。  
72  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』、 35 頁。  
73  大里俊晴『マイナー音楽のために』、 139 頁。  




Sébast ien Béranger,  « Jouer,  c’est  aussi  tr icher » Analyse de la  mixi té  chez Luc Ferrari  à  travers  
la  Symphonie Déchirée pour 17 instruments  sonorisées et  sons mémorisés  (Paris :  Paris  IV,  2013),   
p .  3 .  
75  Michel  Chion,  Une ontologie de la  musique concrete  (Paris :  GRM 1986),  p .  82-83.  
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互いの間での永遠に揺れている。 80  
                                                        
76  正題は《 Étude no  5  Pathét ique ou Étude aux casseroles》.  Mart in  Kaltenecker/Karine Le Bail ,  
Pierre Schaeffer  les  Construct ions impatientes ,  p.  156.  
77  正題は《 Étude no  2  Imposée ou Étude aux chemins de fer》.  Mart in  Kaltenecker/Karine Le Bail ,  
Pierre Schaeffer  les  Construct ions impatientes ,  p.  156.  
78  Michel  Chion,  Une ontologie de la  musique concrete ,  p.  82.  日本語訳は筆者による。  
79  Ibid.  日本語訳は筆者による。  




《 Espace inhabitables》  (1967) やカールハインツ・シュトックハウゼンの





















                                                        
81  Michel  Chion,  Une ontologie de la  musique concrete ,  p.  83.  日本語訳は筆者による。  
82  Arts  sonores,  s .v .“ Luc FERRARI,  Hétérozygote,” last  modif ied October  23,  2015.  











こうしてフェラーリは《異型接合体》を皮切りに《音楽散歩  Music Promenade》 
(1964-1969) 、《ほとんど何もないあるいは海岸の夜明け  Presque Rien ou Le 
lever du jour au bord de la mer》  (1967-1970) といった逸話的指向をもつ作品を
産出していく 85。《ほとんど何もない》はシリーズ化し、《ほとんど何もない
第二番  こうして夜は私の多重頭脳の中で続いて行く  Presque Rien no 2 Ainsi 
continue la nuit dans ma tête multiple》  (1977) 、《少女たちとほとんど何もない
Presque Rien avec filles》  (1989) 、《ほとんど何もない第四番  村への登坂  
Presque Rien no4 La remontée du village》  (1990-1998) と続く。  
 












	 アクースマティック 86の作曲家は一般的に 2つのレベルで音素材を扱う。  
                                                        
85  ニコラ・マーティによる「ほとんど何もないは 1967 年に遡るが、これは物語性を主張
したミュジック『コンクレート』作品の最初の誕生だった」という指摘は、《異型接合体》
を差し置いて「最初の作品」と確言した点はやや大胆に過ぎると批判できるが、「物語性
を主張したミュジック・コンクレート」という表現には同意できよう。Nicolas Marty,  





	 ひとつには、その音楽的可能性のために与えられた音を取り上げる。  
	 もうひとつには、物語の感覚を伴う多くの音響的成果を取り入れて、イ
メージやテーマや比喩を生成する音が結び付けられた指示（音）あるいは























ある。ジェラール・ジュネットG é r a r d  G e n e t t eの物語論では、物語という言葉
                                                        
87  James Andean,  Cultural  Relat ivism in Acousmatic  Music  (Tampere:  Musiikin Suunta,  Journal  
of  the Finnish Ethnomusicological  Society 2,  2012),  P.  26.  日本語訳は筆者。  
88  Ibid.  日本語訳は筆者。  
89  Ibid. ,  p .  26-27.  
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90  長門洋平『映画音響論』東京：みすず書房、 2014 年、 14 頁。  
91  北野圭介『映像論序説』、 200 頁。  





















ギリシャ語の anekdotosが元になっており、anekdotosは an（ not ない）と ekdotos












                                                        































第三章  逸話的音楽の発展―フェラーリとヘールシュピール―	  
3.1 ヘールシュピールとはなにか  
	 リュック・フェラーリを逸話的音楽へと邁進させた導き手として、ヘールシュ
ピール Hörspiel と呼ばれる芸術ジャンルの存在は大きい。Hörspiel とは hören




















                                                        
94  “Hör-spiel  ( l i teral ly  “l is ten-play”),  the double imperative,  refers  to  both the invi tat ion to  
play (spiel) ,  and to  the perception of  the medium using the sense of  hearing (Gehör) . ”.  Andreas  
Hagelüken,  Acoustic(Media)  Art:  Ars Acust ica and the Idea of  a  Unique Art  Form for Radio 
(Saarbrücken:  World New Music Magazine,  2006),  p .  3 .  
95  クリスチャン・ロセ「ヘーアシュピール」ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解
く  88 のキーワード』、 68 頁。  
96  Frank Schätzlein,  Produktionsprozess und Stereophonie im Hörspiel  "Fünf Mann Menschen" 
von Ernst  Jandl  und Friederike Mayröcker  (Frankfurt :  Univ.-Bibl iothek Frankfurt  am Main 
1995).  
 35 
あった 97。 1923 年には既にドイツのラジオにおける初期段階において、ヘール
シュピールに対する 3 つの見方——「放送の芝居 Sendespiel」「文学のヘール
シュピール WortHörspiel」「音楽のヘールシュピール MusikHörspiel」が示され
ていた 98。特に MusikHörspiel は、テクスト、音楽そして音響それぞれに等しく
価値を置き、音素材として処理するといった、音響芸術としての可能性を示唆
する考え方だったといえる。一方イギリスではリチャード・ヒューズ R i c h a r d  
A r t h u r  W a r r e n  H u g h e s によって書かれた『危険のコメディ』と呼ばれるヘー



















                                                        
97  Adéle M. Hodgkins ,  Invest igation of  the Form and Content  of  the German Hörspiel  
(Watervil le :  Colby College,  1965).  
98  Andreas Hagelüken,  Acoustic(Media)  Art .  p.  3 .  
99  Adéle M. Hodgkins,  Invest igation of  the Form and Content  of  the German Hörspiel ,  p .  3 .  
100  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』、 9 頁。  
 36 
張したように「それまであった『生放送のラジオの演劇』ということではない、




















                                                        




れるという見方もある。スティーヴン・コナー「近代的  –  聴覚的自我」表象文化論学会
編『表象』 2015年 09号  東京：月曜社、 2015年、 85頁。  
103  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会。  
104  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』、 69 頁。  
105  森芳久、君塚雅憲、亀川徹『音響技術史』東京 :東京藝術大学出版会、 2011 年、 79 頁。 
106  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会。  






ベル Dieter Schnebel、ゲルハルト・リューム Gerhard Ruhm、ヴィンコ・グロボ
カール Vinko Globokar、ジョン・ケージ  John Cage、ウィルヘルム・ソル Wilhelm 
Zobl などの作曲家のほか、バリー・ベルマンジェ Barry Bermange、エルンスト・
ヤンドル Ernst Jandl、ヴァルター・アドラーWalter Adler などが挙げられる。ヘー
ルシュピールという呼称が確定するまではフランスでも「音のプレイ  jeu 
















                                                        
108  ジャン =イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く  88 のキーワード』、 69 頁。  
109  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会。  
110  Frank Schätzlein,  Produktionsprozess und Stereophonie im Hörspiel  "Fünf Mann Menschen" 
von Ernst  Jandl  und Friederike Mayröcker  (Frankfurt :  Univ.-Bibl iothek Frankfurt  am Main 



























                                                        
111  Andreas Hagelüken,  Acoustic(Media)  Art .  p .  6 .  日本語訳は筒井はる香氏による。  
112  Frank Schätzlein ,  Produktionsprozess und Stereophonie im Hörspiel  "Fünf Mann 
Menschen" .  p.  1 .  日本語訳は筒井はる香氏による。  
113  Ibid. ,  p.  4 .  日本語訳は筒井はる香氏による。  
114  北野圭介『映像論序説』、 204 頁。  



























                                                        
116  フェーダー、サンプリングによるデジタル化、マルチトラック・レコーダー  、様々な
指向性をもつマイク、音とノイズを合成するシンセサイザー、モノラル、４チャンネルス
テレオ  、ダミーヘッドステレオなど。Frank Schätzlein,  Produktionsprozess und Stereophonie 
im Hörspiel  "Fünf  Mann Menschen" .  p.  4 .  
117  Ibid.  日本語訳は筒井はる香氏による。  






















リとの共作である《シャンタル、あるいは或る村の女性の肖像  Chantal,  ou le 
portrait  d’une villageoise》 (1977-1978) 、《クレアマイユ 88 Créamaille 88》 (1988) 
と《センチメンタル・テールズ  Conte Sentimental》  (1989) についても便宜上
省いている。  
 
                                                        
119  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会。  
120  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 65 頁。  
121  Andrea Cohen,  “L’escal ier  des aveugles:  un Hörspiel  de Luc Ferrari ,  analyse de l’œuvre,”  in  
Portrait  polychrome Luc Ferrari ,  by François  Delalande (INA-GRM, 2001),  p .  72.  日本語訳は
筆者による。  
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 【表 4】リュック・フェラーリの代表的なヘールシュピール作品 122  
タイトルと作曲年  備考  
肖像＝戯れ  Portrait-Spiel (1971)  バーデン＝バーデンのラジオドラマ部
にて制作、 1972年カール・シュツカ賞  
Karl Sczuka-Preis を受賞  





た ぶ ん そ こ に あ る 日 々 Jetzt ou 
Probablement mon quotidien il  est là, 
dans la Confusion des Lieux et des 
Moments (1981-1982)	  
ヘッセン・ラジオのヘールシュピール
部にて制作  
そしてもし今すべてが … Et si tout 
entière maintenant (1986-1987) 
イタリア賞受賞作品  
私は道に迷った、あるいは肖像の迷
宮  Je me suis perdu ou Labyrinthe 
(1987-88)	  
南西ドイツ放送の企画  




開閉  Ouvert-Fermé (1993) シリーズ「メトロポリス」のため、ケ
ルンのWDR音響芸術部制作  





音の絵  Selbstportrait  oder Peinture de 
sons ou bien Tonmalerai (1996) 
南西ドイツ放送の委嘱・独仏二ヶ国語
のラジオドラマ  




                                                        
122  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、巻末作品目録 8
頁 -21 頁。  
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逸話的なものたち―概念の開拓 6―  
Les Anecdotiques -Exploitation des 






クエンスの素材の使用、 3) 言葉（テクスト、声）の使用、 4) ドラマツルギー
で作曲するのに一層躊躇しなくなったこと、  5) 時間と場所の混合、 6) 自分自
身を出すこと（自伝）、が挙げられる。ヘールシュピールでの処女作である《肖




















                                                        





























                                                        
124  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会。  
125  同前。  
126  ミシェル・シオン『映画にとって音とはなにか』川竹英克、 J .ピノン訳、東京：勁草





























                                                        
127  同前。  
128  Andrea Cohen,  “L’escal ier  des aveugles:  un Hörspiel  de Luc Ferrar i ,  analyse de l’œuvre” 





























                                                        
129  Ibid. .  p .  71.  日本語訳は筆者による。  
130  Ibid. ,  p .  76. 

































第四章	 《逸話的なものたち》からみる逸話の構造  
4.1《逸話的なものたち》について  
	 《逸話的なものたち  Les Anecdotiques》はベルリン・ドイツ・ラジオDeutschland 
Radio Berlinのためのヘールシュピール作品で 2001年 6月から 2002年 10月にかけ
て制作された。副題にある〈概念の開拓 6 Exploitation des Concepts n°6〉 132  の


















                                                        
132  François  Delalande ,  Portrai t  polychrome Luc Ferrari ,  p .  114.  なお、ジャクリーヌ・コー
『リュック・フェラーリとほとんど何もない』には「概念の開拓 7」とあるが、Delalande
の上記資料に準拠する。  
1 3 3  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 197 頁。  
1 3 4  同前。  
1 3 5  北野圭介『映像論序説』、 60 頁。  
1 3 6  Luc Ferrar i ,  Les Anecdotiques part i t ion.  p .  1 .  not  released.  未出版資料（プレスク・リヤン
協会所蔵）。日本語訳は筆者による。  
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バランス状態を作り出す」 139と述べている。  
	 《逸話的なものたち》は 15個のシークエンスが連続する形で構成されている。
販売されているCDでは 15トラックに分かれているが、それらは間断なく再生さ





 【表 5】《逸話的なものたち》各シークエンスのタイトル  
原題  日本語訳 140  
Numéro Quatro, Ronda Espagne, Juin 
2001. Un Groupe De Touristes 
Espagnols Dans Un Musée 
第一曲：ヌメロ・クアトロ。ロンダ、
スペイン。 2001 年 6 月。美術館のスペ
イン人団体客。  




Le Ciel De Toscane Italie. Août 2001 第三曲：トスカナの空、イタリア。2001
年 8月。  
Essayage, Saint Jean D'Angélys, 
France. Juillet 2001 Pendant Une 
第四曲：試着。サン・ジャン・ダンジェ
リュス、フランス。2001年 7月。練習の
                                                        
137  Luc Ferrar i ,  Les Anecdotiques part i t ion.  p .  1 .  not  released.  
138  「少女たち」と名のつく代表的な過去作品として、映画《少女たちあるいはソシエテ 3 
Les jeunes f i l les  ou Société  3》 (1967)や《少女たちとほとんど何もない Presque Rien avec 
f i l les》（ 1989）が挙げられるが、いずれの作品でも少女たちはドイツ語で話しているため、
当該の録音とは別であると推測される。  
139  Luc Ferrar i ,  Les Anecdotiques part i t ion.  p .  1 .   
140  日本語訳は椎名亮輔氏による。  
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Répétition, Les Comédiens Essaient 
Leur Costume) 
間、俳優たちは衣装を試着する。  
Superstrada N° 2. Toscane 第五曲：スーペルストラーダ（高速道
路）二号線。トスカナ。  
Un Cyprès Au Coucher Du Soleil.  
Toscane 
第六曲：夕陽を浴びる糸杉。トスカナ。 
Mer D'Eze. France. Septembre 2001 
 
第七曲：エーズの海。フランス。 2001
年 9 月。  




Le Ranch. Texas USA, Octobre 2001 第九曲：牧場。テキサス、アメリカ。
2001 年 10 月。  
Chicago USA. Octobre 2001. Répétition 
Pour Un Concert 
第十曲：シカゴ・アメリカ。2001 年 10
月。コンサートのための練習。  
Harley Davidson, Texas. Promenade Du 
Dimanche Dans Un Village 
第十一曲：ハーレーダビッドソン。テ
キサス。日曜日、村の散歩。  
Les Chaussures Rouges. L'Estaque, 
France. Juillet 2002. Visite À La 
Cimenterie Lafarge 
第十二曲：赤い靴。エスタック、フラ
ンス。 2002 年 7 月。ラファルジュ・セ
メント工場訪問。  
Trou De Mer, L'Estaque. Juillet 2002 第十三曲：海の穴、エスタック。 2002
年 7 月。  
La Joliette. Port De Marseille. France. 




Les Portes Du Rove. L'Estaque, Même 
Période. Le Rove Est Un Tunnel 
Maritime Qui Donne Dans Une 








	 ここでひとつ注意しておきたいのは、 INAから発売されている『 Luc Ferrari 





を置く計画だったことが認められるが、全体を繫げたデータ（ Pro Tools 5.1 
Sessionファイル名「Anecdo Continu Or Long」  ― 2002年 10月 8日作成、最終変




れているが、 “1 2 3 4”という番号が書かれた横に色の違うペンで “1 2 4 3”と丸












【図 1】《逸話的なものたち》草稿（プレスク・リヤン協会所蔵）  
 
                                                        
141  Luc Ferrar i ,  L’œuvre électronique.  INA GRM: Ina G 6017/6026(CD),  released 2009.  
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態（例えば「風の吹く牧場の環境（音）  ambiance Ranch avec vent 」 144など）
を時間情報とともに記述し、音楽の素材となり得る箇所を選定していることが








【図 2】《逸話的なものたち》の素材に関する草稿（プレスク・リヤン協会所蔵）。  
以下対訳。オープン・リール・テープ（Bobine）7番Bob7,  以下 suite ,  テキサス Texas,  風の
吹く牧場の環境（音） ambiance Ranch avec vent ,  彼女はカウボーイ−馬と話す el le  parle  avec 
Cow Boy-cheval ,  彼女はブリュンヒルドとそこに（居る） el le  y  avec Brunhild.  
                                                        
142  Luc Ferrari ,  Les Anecdotiques:  Exploi tat ion Des Concepts  N° 6 .  Sub Rosa:  SR 207 (CD),  
released 2004.   
143  ブリュンヒルド氏コメント、 E メール、 2015 年 9 月。  





























4.2 Pro Tools（プロツールス）による編集  





















なった。 148  
 
	 編集に使われる音素材はリージョンと呼ばれる部分的な素材に細分化され、






                                                        
145  谷口文和・中川克志・福田裕大『音響メディア史』京都：ナカニシヤ出版、 2015 年、
274 頁。  
146  2012 年 11 月 13 日ブリュンヒルド・フェラーリ氏講演会、講演後コメント。  
147  森芳久、君塚雅憲、亀川徹『音響技術史』、 148 頁。  



























【図 3】 Pro Tools の 2 つのセッション画面 149。縦軸は各トラック（ LR の 2 トラック 1 組
で一つの素材）、横軸は時間を表す。上部が「トスカナの空  Le ciel  de Toscane」の編集画
面。ステレオ・トラックとして書き出され、下部の編集画面で電子音パート、声（フラン
                                                        
149  画面内の表示が日本語となっているのは筆者が日本語環境にて閲覧したことによるも














もリージョンの断片化や細かいタイミング設定などを DAW 上で操作している。 
	 【図 3】は前節で触れた制作プロセスを示したものである。曲ごとの詳細な
作曲・編集作業を 16 トラックの編集画面で行い、書き出し後に 14 トラックの
編集画面で各々の曲を配置している。  
 
4.3 反復の用法  
	 第二章三節でも触れたように、フェラーリの代表的な音楽用法のひとつに反
復がある。反復の方法として、リズミックな要素を繰り返すことが作品に特徴
を与える。《逸話的なものたち》での反復リズムの方法は主に 4つに分類できる。  
 





4) 電子音の変調による反復効果（和声とともに）  
 
                                                        


















【図 4】上部が「Chicago Effets 3 L/R」全体のリージョン、下部が「Chicago Effets 
3 L/R」の一部を切り取った「Chicago Effets 3-09 L/R」のリージョン。  
 


































くのである。他にも、「R Torro Perc grave-01 L / R Torro Perc grave-01 R」のよ
うに作成されたリズム要素をさらに低音化したリージョン、そして「R Torro 
Perc Vif L / R Torro Perc Vif R」のように作成されたリズムをさらに細かい反復
に変化させて速い動きを実現させたリージョンとを組み合わせた例もある【図
6】。ここでもアクセントとして切り刻まれたリージョンが並置しているが、こ




























【図 7】リージョン「Eze 3 Rythme-02 L / Eze 3 Rythme-02 R」。加工前の録音素
材そのものにリズミックな要素がある。なおリージョン全体の長さは約 16秒。  
 
	 「Eze 3 Rythme-02 L / Eze 3 Rythme-02 R」などにみられるのは、そもそもの
録音された素材に（偶然か故意かはともかく）リズミックな要素が含まれてい
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 全体を通して頻出するのは、C・G・D および D・A の音型である。各々を結
ぶ関係は完全五度音程である（なお第 4 曲には曲中に Gis の音が支配的に効い
ており、和声感の検討に加えた）。 1) と第 4 曲の曲中、そして 8) に Gis の音


















































【表 6】《逸話的なものたち》で使われたテクスト 151  
フランス語（少女のダイアローグ）  ドイツ語（ブリュンヒルドのモノローグ）  
【 1】Qu’est  ce que je  sens,  uh,  qu’est  ce que je  
sens je  ne sais  r ien,  qu’est  ce  que je  sens je  
sais  pas,  s i  je  pourrai  pas dire  après comme ça 






(1)  Weißt  du von was s ie  spricht?  Was sie  
fühlt?  Ich weiß nicht .  
彼女が話したことについて知っている？彼
女が感じたこと？わからないわ。  
【 2】J’ai  vu tout  ça,  oui ,  c’est  moi,  moi j ’ai  vu 
tout  ça.  
私はそれを全て見た  ええ、私よ、私はそれ
を全て見た  
(2)  Hast  du die  augen,  Möchte ich die  ganze 
s innlich erfahren.   
君が持つ目、私はそのすべてを感じたい  
Möchte wie von Bli tz  getroffen werden.   
雷に打たれたように . . . [感じたい . . .  ]  
【 3】  Comme une,  comme une goutte  d’eau 
parfai t ,  …c’est  de l ’eau 
完璧な水滴のように、ように、水だ  




【 4 】 Et puis…ouvrir  les  chemins pour 
al ler…c’est  tout  en même temps 
そして …行くための道々を開く …すべて同
時に  
(4)  Den Weg öffnen und noch ein weing weiter  
zu dringen.  Den Weg.. .  
 道を開く、そしてもう少し先に入り込む	 	 
道を . . .   
【 5】 une r ivière  une… un f leuve 川、ひとつ (5)  Wie ein f luß,  wie ein weg,  der  für  morgen 
                                                        
151  仏文翻訳協力は椎名亮輔、独文翻訳協力は筒井はる香の各氏。  
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の…大河    
 comme un…par chemin…un par…très à  
venté…pour demain matin 
ように …道へ …とても …風に吹かれ …明朝
のために  
f rüh zu erf inden wäre.  
	 早朝のためにつくられたような川のよう
に、道のように . .  
【 6 】  sont  plus fort  je  pense…les mains 
souvent  on y pense pas el les  (obéissent  pas) ,  




(6)  die  Hände,   
s ie  laufen überein. . .  
手たち、それらが一つに合わさる  
 
【 7】  Et  puis…et après une profondeur qu’on 
ne voit  pas  donc c’est  diff ic i le  avec cr ier .   




C’est  quelque chose  qui  me 
bouleverse…vraiment profondément… j’ invite  
ça vraiment ,vraiment ,  totalement… なにか衝
撃を受けて…とても深く…私は招き入れる、
とてもとても、完全に…  
(7)  Ich möchte dies ,  ich brauche jenes.  
Das is t  e twas was mich erschütter t .  
Ganz t ief . .  
私はこれがほしい 	 私はあれを必要とする  
それは何か私の心を揺さぶるもの 	 とても
深く . .	  
 
【 8】On voit  tes  seins あなたの胸をみた   
【 9】C’est  pour toi .  sensat ion de lumière qui  va 
partout  
あなたへ。いたるところから行く光の興奮  
(9)  dieses  Gefühl  das l ichtes? das überal l  hin 
leicht .   この感じ、光？いたるところから  
【 10】OK(フェラーリの声 )   
【 11】（フェラーリの声、男性の声の後に女
性 店 員 の 声 で ） Oui,  oui ,  c’étai t  vos 
chausseures… 
(11) Sie  is t  wegen ihrer  roten Schuhe.彼女は	 
彼女の赤い靴のせいで . . . .   
 Möchte wie von Bli tz  getroffen werden.   
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そう、そう、それはあなたの靴だった…  雷に打たれたように . . . [感じたい . . .  ]  
【 12】 On va les  choses t rès  t rès  proches,  mais  
c’est  drole  c’est  bien.   Moi je  vois  ses  




 (12)  Ich sehe al les  ganz ganz nah.  Auch wie 
eine Landschaft .  
Sehr weit .  Und. . . .  
私はすべてのものをとても、とても近くか
ら見る	 	  
ある風景のようにも 	 	 とても遠く 	 	 そ
して . . .  
【 13】OK（フェラーリ）、雑音など   
【 14】 J’ai  vu tout  ça,  oui ,  um, hum,  
私はそれを全て見た、ええ、うん、ふん、  
C’est  moi,  moi j ’ai  vu tout  ça 
私よ、私はそれを全て見た  
(14)  Möchte wie von Bli tz  getroffen werden.  




















のフレーズが (14)で再現され、フランス語では  【 2】のフレーズが【 14】で再
現される。また、【 4】と【 7】は別の内容だが、フレーズの始まりが「Et puis…」
であることは共通しており、効果としては再現たりえている。なお、【 8】【 10】

























が、Audio11,12 にドイツ語のモノローグが、そして Audio13,14 に全 15 曲のシークエンス
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る六重奏と電子音響 152のための《パリ─東京─パリ》  (2002) は、「新しい世代
の芸術祭」153の委嘱で作曲され、2003 年にアンサンブル・ノマドが東京で初演
した。  
















                                                        
1 5 2  コーによる『リュック・フェラーリとほとんど何もない』の巻末作品リストでは、電
子音響ではなく「メモリー音」とされている。媒体に記録された録音素材の音源トラック
を意味しているので、前出の「固定音」と同義である。  
1 5 3   東京で開催されたコンサートシリーズ。「新しい世代の芸術祭 2003」は、 2003 年 10
月 20 日から 25 日にかけて行われた。『パリ―東京―パリ』は委嘱新作として 10 月 25 日
に北区滝野川会館もみじホールにて世界初演された。  














いくシーンなどは逸話の導入の良例であるとしている 156。  
	 また、オーボエ、クラリネット、バス・クラリネット、打楽器、ヴィオラと












                                                        
1 5 5  Sébast ien Béranger,  Jouer,  c’est  aussi  tr iche .  p .  3-4.  
1 5 6  Ibid. ,  p .  4 .  
1 5 7  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』、 109 頁。  













Presque rien ou Le lever du jour au bord de la mer》  (1967-70) や《ファーウエス
ト・ニュース Far-West News》 (1998-1999)、また《盲人の階段 L'escalier des 




おおエジプト Égypte ô Égypte Ⅰ》  (1960) 、《トゥシャン、村 11350 番 Tuchan, 
village no 11350》 (1976-1977) 、《アベス広場 Place des Abbesses》 (1977) 、《四
人のオランダ女性 Quatre femmes hollandaises》  (1995) 、そして《上海夫人









                                                        
1 5 9  Luc Ferrar i ,  Paris-Tokyo-Paris ,  2003,  p .  2 .  Not  released.  （楽譜）  
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1 6 0  Luc Ferrar i ,  Paris-Tokyo-Paris .  
161  Ibid.  
162  ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない』。  






























【譜例 2】《パリ―東京―パリ》総譜より、冒頭のピアノ・ソロ部分。  
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 【譜例 1】は即興演奏をそのまま MIDI で書き出した状態のもので、【譜例 2】
が組織化した後の完成楽譜である。例えば冒頭部分では、ピアノのソロによっ
て下は A から上は C までの点描的な音の散らばりが 11 小節にわたって奏され
る。音はランダムな印象だが、長 7 度の音程や減 5 度・増 5 度の音程が比較的
多用されており、また最低音の A が 2 小節目と 6 小節目に鳴らされるあたりは
24・ 25 小節目で間隔を狭めて鳴らされる同じ A の布石となっている。 12 小節
目で C,Gis,C,F,B,Es という減 5 度と増 4 度の組み合わせの重積による和音が 7
拍にわたって鳴らされる。この音はのちの 33 小節目の 1 拍目から 3 拍分、 41
小節目の 3 拍目から 3 拍分、また 52 小節目の 2 拍目 16 分休符１つ分置いた地
点で D,A,E,A,Gis,D,G という発展型としてあらわれ、作品の固定尺として機能
する【譜例 3】。また、 21 小節目・ 22 小節目のチェロで奏される短三度の往復
は 37 小節目・38 小節目の音型に展開され、このシークエンスは 39 小節目・40
小節目と繰り返される【譜例 4】。53 小節目からのピアノ G,As,Gis,As も展開の





























【譜例 4】譜例左上が 21 小節目・ 22 小節目の一部。チェロパートが短三度の
往復を奏す。この音型が 37 小節目・38 小節目の音型（譜例右上）や 39 小節目・
40 小節目のピアノパート（譜例下）に展開される。  
 
5.4 分析  
	 約 27分の楽曲（初演時の全体は 28分 29秒である）は、 11のセクションに分け






	 音源トラックが作成された Pro Toolsのファイルを見てみたい。オーディオト




にずれて聴こえたのち再び同期していく、というシークエンスで、「 Perc 1/Perc 
1(stereo)」と「 Perc 2/Perc 2(stereo)」そして「 Perc 3/Perc 3(stereo)」と称される
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リージョンが元の音源として確認できる。ここからフィルタリングなどのエ
フェクトを施したリージョンがいくつか派生し（例えば、「 Perc 2/Perc 2(Stereo)」
と名付けられた 1:55ほどのリージョンからは変調された 5種類のシークエンス
が用意されている）、多数のリージョンがリスト上に用意される。  
	 冒頭部分ではこれらの中から選ばれた 5つのシークエンスが 5組 10トラックに
わたって使用される。リズムの用法として、各々のシークエンスにボリューム
の大小を細かく設定して全体が複合リズムのように聴こえる仕組みを作ってい



















ムを上げ（秒にするとわずか 0秒 111）、その部分をコピーして 4秒後と 7秒半後







が鮮明で比較的騒音の少ない 2つのシーンが同じ時間に配置される。  
	 CD1が始まって 1分 30秒くらい経つと、冒頭のリズムはほとんど消えかかり、
Audio9, Audio10のイコライザーをかけて乾いたような音質に変調されたリズ
ム音源だけが聴こえるようになる。  












ように 4回繰り返され、 4回目の Yes!が聴こえる 2分 24秒あたりのところでは














う女性の声の 1フレーズが取り出されるが、これをさらに 5秒後、 15秒後、 20秒
























	 器楽だけを取り出してみると 6 つに分割することができる。  
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1) 3 秒〜 1 分 36 秒：はほぼ同じリズムで 25 回の持続音のシークエンスが
続く。  
2) 1 分 37 秒〜 2 分 4 秒：7 小節で弦楽器による短三和音の断続的なリズム
モチーフと木管のごく短い響きが繰り返される。  
3) 2 分 5 秒〜	 ：その和音が分解され、16 分音符の細かい音型としてクラ
リネットとピアノによって奏される。  
4) 2 分 26 秒〜 3 分 28 秒：さきに出た弦楽器の短三和音のリズムモチーフ
と木管の響きに加えてピアノが低音で 6 度の付加音を与え、2 オクターブ
にわたる八分音符のパッセージで活発な動きを与える。  
5) 3 分 29 秒〜 4 分 2 秒：再び③と同じ 16 分音符の細かい音型が登場。  
6) 4 分 3 秒〜 6 分 36 秒：ピアノのクラスターを含む各楽器の素早く鋭いモ
チーフと局所的な和音の連なりによるリズムの形成で絶え間なく運動す
る。  




される。 4) は 2) の音型と新たなピアノのパッセージの複合形である。ピアノ
は鐘の音を模した音型とも捉えられ、時を刻む動きを想起させる反復用法の応







	 次に 1 分 21 秒から変調したボンゴとタブラの音が粒立って聴こえ、 2) に入
ると環境音の厚みは減っていく録音パートに対し、2) の器楽パートはモチーフ
が際立つようになる。また電車の停止音を分節したようなアクセントが入り、




	 3) から 4) にかかる辺りでは、女性のオノマトペ的な発話が断続的に現れる
だけで、雑踏の音などの環境的な雑音は抑制された静的な部分となっているが、
器楽の 4) は時間の進行を強く意識させる動的なモチーフが提示される。  
	 5) の録音パートでは、扉の開く音や車内放送、女性の会話や笑い声などが瞬
発的に挟まれる。モチーフは何度も反復され、時間の流れを混乱させる。器楽
の 5) は 3) と同じく連続性のあるモチーフが提示される。ダイナミクスは録音
パートが強く、器楽パートが弱い。  
	 6) の録音パートでは 5) で現れたいくつものモチーフが断続的に反復され、
中には調性のはっきり取れる発車サイン音なども確認できるなど、反復の頻度
やバリエーションも多様さを極める。終盤には 3) で提示された女性のオノマ




























Audio1/2 シンセサイザー・ベースでリズムを奏でる基本のトラック perc 
Ryth 2 C Nat を応用したリージョン、ギロのようなシンセパーカッ
ションでリズムを奏でる基本のトラック  Perc Rythm 2 B を組み合
わせたリズムが使用される。  
Audio3/4 Perc Ryth 2 A Nat-01 （E と Cis の短三度の音型とドラムセクショ
ンの複合体）  
Audio5/6 Perc Rythm 2 A-01 （ 34 に同じだが僅かにエフェクトの違いがあ
る）  
Audio7/8 perc Ryth 2 B Nat-01 （ギロのようなシンセパーカッションでのリ
ズム音型  H の音が基調）  
Audio9/10 Perc Rythm 2 B-01 （ 78に同じだが僅かにエフェクトの違いがある） 
Audio11/12 perc Ryth 2 C Nat-01（H Fis Cis の音が基調）  
Audio13/14 Perc Rythm 2 C-01（ 11 12 に同じ僅かにエフェクトの違いがある）。 
（時間を置いて「ママーまだー？」という子どもの声（Boutic Perl 
Tokio -17）、レジ打ちの音と女性の声（Boutic Perl Tokio -18）が使
用される。）  
Audio15/16 「はいどうぞ人形焼やきたて 10個 250円」という屋台からの呼びか





（Boutic Perl Tokio -10）、バッグのデザインやコーディネートにつ








シャカシャカという音が聴こえる。（Asaksa 2 Jeu-19）  
Audio11/12 雑踏。中年女性の「はい、チーズ」という声が聴こえる。（Asaksa 
1 Ambiance-05）  
Audio7/8 同行者がフェラーリに五重塔やおみくじの説明を英語でしてい
る。（Asaksa 4 Comment-06）（Asaksa 4 Comment-10）  
（時間を置いて）  
Audio1/2 S3 P2 effet 29-02 + S3 P3 effet 29-04 + S3 P3 effet 29-05 + 
S3 P3 effet 29-06 S3 P2 effet 29-06 + S3 P2 effet 29-05  （楽
譜 に は エ ネ ル ギ ッ シ ュ で 尖 っ た リ ズ ム  Rythmique 
dynamique aigue と記されている）  
Audio3/4 S3 P4 effet 45-04 + S3 P6 effet 45-02 （ 12 に同じだがエ
フェクトの違いがあり、よりディストーションがかかっ
て潰れたような音色である）+ S3 P5 effet 35-03 + Asaksa 4 
Comment-07  
Audio5/6 S3 P4 effet 30-01（ 12 や  34 よりも音の粒が細かくなって
いる） + S3 P4 effet 35-02 + (休みを経て、 34 の末尾の
Asaksa 4 Comment-07 を受けるように ) Asaksa 3 Jeu 2-07  
Audio7/8 Synthi-Perc Effet 28-03 + S3 Synthi-Perc Effet 28-10 + S3 
Synthi-Perc Effet 28-12 + S3 Synthi-Perc Effet 28-14 + S3 
Synthi-Perc Effet 28-16 + S3 Synthi-Perc Effet 28-18 + S3 
Synthi-Perc Effet 28-20 S3 Synthi-Perc Effet 28-10 + S3 
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Synthi-Perc Effet 28-12 + S3 Synthi-Perc Effet 28-14 + S3 
Synthi-Perc Effet 28-16 + S3 Synthi-Perc Effet 28-18 + S3 
Synthi-Perc Effet 28-20 S3 Synthi-Perc Effet 28-22 S3 
Synthi-Perc Effet 28-23 （バスドラムとスネアドラムを組
み合わせたような音色で成り立つシンセ・ドラム）  
Audio9/10 S3 Synthi-Perc Effet 28-06 +S3 Synthi-Perc Effet 28-07 + S3 




Audio1/2 Seq 4 Tambour 3-04+Seq 4 Tambour 3-05 （少し先に） Seq 4 Tambour 
3-03 
Audio3/4 Seq 4 Tambour 1-06 （少し先に）  Seq 4 Tambour 2 écho-07 +Seq 4 
Tambour 2 écho-10 +Seq 4 Tambour 2 écho-12 （少しおいて） Seq 4 
Tambour 2 écho-21 （少し置き） Seq 4 Tambour 2 écho-15 + Seq 4 
Tambour 2 écho-16 （少しおき） Seq 4 Tambour 2 écho-17 + Seq 4 
Tambour 2 écho-05 
Audio5/6 3-07 （少し先に）Seq 4 Tambour 2 écho-13 + Seq 4 Tambour 2 écho-14 
（少し先に） Seq 4 Tambour 2 écho-19 + Seq 4 Tambour 2 écho-20 
 
【CD5】  
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